
令和７年 １月号
那珂川町学校給食センター

令和６年度も、残すところあと３か月となりました。

寒さが厳しい季節ですが、よく食べ、よく体を動かして、夜はしっかり休み、元気に過ごしましょう。

本年も皆さんの健やかな成長を願っています。

日本の学校給食は、明治22年、山形県鶴岡町（現：鶴岡市）の私立忠愛小学校で提供されたのが始まりとされていま

す。その後、各地に広まったものの、戦争による食料不足で中断されてしまいました。

戦後、子どもたちの栄養不足を改善するため、昭和21年にアメリカの支援団体「LARA（アジア救済公認団体）」から、

給食用物資の寄贈を受けて、翌年１月から学校給食が再開されることになりました。昭和21年12月24日に、東京都内の

小学校で給食用物資の贈呈式が行われたことから、この日を「学校給食感謝の日」としましたが、昭和25年度からは、冬

季休業と重ならない１月24日〜30日までの１週間を「全国学校給食週間」とすることが定められました。

全国学校給食週間を通して、学校給食の意義や役割などを皆さんに知ってもらい、

学校給食についてあらためて考える機会にしてほしいと思います。

私立忠愛小学校で

提供されたとされる

給食。

支援物資の脱脂粉乳

や缶詰、小麦粉などを

使った給食。

地域でとれる旬の食材を取り入れ、

郷土料理や行事食、世界の料理

など、食育の教材となる給食。

【那珂川町の学校給食】

平成１７年１０月１日 旧馬頭町と旧小川町が合併し那珂川町が誕生。

平成１８年４月１０日 那珂川町学校給食センター（旧馬頭町学校給食センター）の給食が開始。

この日の献立：わかめごはん・牛乳・鶏の照り焼き・ごまあえ・けんちん汁

いちごゼリー（小学校）・お祝いクレープ（中学校）

・・・H１８年４月献立表より

小学校１１校、中学校３校。児童生徒、教職員合わせて、約１９００人。

・・・那珂川町HP 統計情報より

令和６年１２月 小学校３校、中学校２校の約８５０人分の給食を提供。

一番人気の献立 ： わかめごはん・牛乳・鶏のから揚げ

のり酢和え・豚汁・レモンタルト

２４日（金）・・・馬頭小学校６年２組リクエスト献立：人気のわかめごはんや鶏のから揚げがでます。

２７日（月）・・・地産地消献立：那珂川特産里山ほんもろこ・まこもたけを使用します。

２８日（火）・・・地産地消献立：栃木県産小麦パン・かんぴょう・ミートボールなど県産食材を使用します。

２９日（水）・・・馬頭中学校１年１組作成献立：家庭科の授業で作成した献立です。

３０日（木）・・・地産地消献立：那珂川町産とちあいかがでます。

～全国学校給食週間中はリクエスト献立や地産地消献立がでます。～今月の献立より


